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生徒一人一人に創造の喜びを味わわせ る授業の工夫

一イメージをふ くらませる指導 を通 して一

1主 題設定の理由

中学校美術の目標は,「 表現及び鑑賞の活動を通 して,造 形的 な創造活動の能 力を伸 ばす と

ともに,創 造の喜 びを味わわせ,美 術を愛好する心情 を育て,豊 かな情操 を養 う。」 ことに

ある。心身の著 しい成長を遂げる青年前期 にあ る生徒にとって,美 術 の授業を通 して,多 く

の美的体験を味わわせ,造 形的な創造活動の能力を伸ば し,生 徒一人一人の内面を充実 させ,

豊かな人間性を養 うことは,特 に大切なことである。

美術の授業 における指導 の過程は大 きくいって,「 イメー ジを出す」,「イメー ジを基 に制

作す る」,「鑑賞(作 品によるコ ミュニケーション)」 の各過程に分かれる。 それ ぞれの指導

の過程の中で,学 ぶ ことの楽 しさや成就感を体得 させ る指導 の工夫が生徒一人一人に創造活

動の喜 びを味わわせ る基本 となる。

創造の喜 びとは,精 神 の自由な働 きと,感 性 と知性 とが一体化 した自己実現の喜びであり,

生徒が主体的に活動に取 り組む ことによって一層深まるものである。 したが って,そ の原動

力 となるものは,豊 かな美的体験に育まれた何 よりも自由な 「イメー ジ」であろう。

「イメー ジ」 は,直 接見えない ものを心 に思 い浮かべ,具 体化 していく活動である。過去

の経験を想起 した り,空 想 したりすることはもちろんのこと,観 察す ることによって もイメー

ジを働かせることによ り一層表現の工夫がで きるよ うになる ものであ る。

しか し,「イメージ」は,制 約を受けない自由な発想をf生 徒一人一人の特性や表現技能,

技法 といった制約 の中で具現化するとい う矛盾 した要素 を含んでいる。生徒はこの矛盾に悩

み,時 として制作 を放棄 したりやる気を失 って しまうこともある。だか らこそ,こ の 「イメー

ジを導 き出す」段階での教師の的確な指導や援助が,生 徒一人一人の今後の制作活動 の成否

を決定す るといって も過言 ではない。

そこで,本 研究においては,こ の 「イメー ジをふ くらませる指導」 に焦点をあて,イ メー

ジの構造化 や造形 的な創造活動の能力を伸ばすための指導の工夫を,具 体的な美術 の授業実

践 を通 して研究 を進め ることにした。

一2一



H研 究の方法

1研 究の仮説

美術の授業 を通 して,意 図的にイメージをふ くらませ る指導を工夫することにより,生

徒一人一人に創造 の喜びを味わわせることができる。

2研 究の視点

イメージの各要素に働 きかける指導の工夫

イメージをふ くらませ る指導の工夫

イメージを深化 ・統合する指導の工夫

3
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III事 例 研 究 ・そ の1

題材名 「夢のなかで出会 った花」2年 生(20時 間)

1題 材設定の理由

この題材の中で花を設定 したのは,花 がいろいろな自然物のなかで も,我 々人間にとっ

て比較的親 しみのもてる題材のためである。花の種類 は,桜 や菜の花,バ ラ,チ ュー リッ

プなど実 に多 い。中には,こ の世 のものとは思えないような不思議 な美 しさや不気味 さを

もっ花 もある。 このような花の特徴 は,現 実 には存在 しない想像の世界を生徒に表現 させ

るのに適 したモチーフであると考える。

表現 の方法としては,個 人の技能の差を少 な くし,か っイメージを膨 らませる試みと し

て,コ ラー ジュ,ス パ ッタ リング,ド リッピング,デ カルコマニーなど,誰 もが簡単 に取

り組める技法を利用 させることに した。そ して,一 人一人の生徒が自分 自身の感性 と対話

しなが らイメージを再構成 し,満 足のできる表現 にまで高め ることをね らいとした。

2指 導 のね らい

(1}具 体 的 な花 とい う形 を借 りて,自 分 の考 えや思 いを表 現 させ る。

(2}コ ラー ジュ,ス パ ッタ リング,ド リッピ ング,デ カル コマ ニー,マ ー ブ リングな どか

ら出来 る模様 の イ メー ジを花 に置 き換 え て表現 させ る。

⑧ 他 の生 徒 の作 品 を鑑 賞 す る ことによ り,自 分 の気 づか なか った イ メージを体験 させ る。

3指 導計画

学 習 の 流 れ 指 導 の 要 点 評 価 の 観 点
一

導 ・モダンテクニック

の学習

・どのよ うな材料 と

技法の工夫がある

か見っ けさせる。

・モダ ンテクニ ックを マ

ス ター したか。

(モ ダ ンテ クニ ックの技

法 を理 解 で きたか)

いろいろな技法をため してみ

る
一

▽
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入

展

開

作品を鑑賞する

花の資料を収集する

気に入った花の資料を何枚か

選ぶ

色鉛筆で着彩する

スケ ッチをもとに構想 を練 る

主題にあった技法を考え る

・生 徒作品 ,ダ リ,

エル ンス ト,キ リ

コ等 の作品 の例

示 。

・新 しい技法 が使 わ

れ て いる作 品 を鑑

賞 させ る。

・資料 を持 って こさ

せ る。

・花の形,色,雰 囲

気か ら受ける印象

を話 し合 う。

・自分の考えを明確

にす る。

・花の特徴 をっかま

せる。

・花の特徴を生か し

なが ら,構 想を練

る。

・主題 にあった技法

・自分 なりの感想 を 「感

想 カー ドに記入で きた

か。

・たくさんの資料を収集

す ることがで きたか。

・意見交換が活発にで き

たか。

・花か ら受 けた自分な り

のイメージを もっ こと

がで きたか。

・着彩す ることにより,

いろいろな花の表現方

法を考えているか。

・自分の気持ちを表現 し

ているか。

・素材 としてのいろいろ
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展

開

表現方法を工夫 し技法を選択

する

計画的に制作する

を選択 させる。

・素材 としてのいろ

いろな資料を用意

してお く。

・テーマが強調 され

る表現方法を考え

させる。

・作業計画 に基づい

て制作 させる。

・画面構成の工夫を

させ る。

。いろいろな技法を

用 いて絵肌を工夫

させ る。

・ コ ラ ー ジ ュ の 技 法

一6一

な技法を生かせ るよう

に しているか。

・表現 にあった技法を選

択 しているか。

・手順 を考え計画的に制

作 しているか。

・予想通 りい くか,予 想

外に現れた効果 を生か

して工夫 しているか。

・絵肌の効果を生か し,

技法か らのイメージを

生か しなが ら表現 して

いるか。

・技法の効果を生か しな



ま

と

め

を取 り入れなが ら,

いろいろな画材で

彩色す る。

・友達の作品を解説

文 と共 に鑑賞 させ,

その発表やテーマ

を理解 した上で,

それぞれの表現 の

よさを味わわせる。

が ら絵 の主 題 を強 め て

い るか。

・コラー ジュと彩色を使 っ

て,イ メー ジを よ り整

理 し,自 分 の イ メー ジ

に近 づ け るこ とがで き

たか。

・きちん と解説文や感想

をカー ドに記入 してい

るか。

・作品の完成 においてど

の程度,達 成感を得 ら

れたか。

4評 価

(1)技 法的な実験段階にとどま らず,そ こか らイメージを発展 させて創造力豊かに幻想的

な世界を作 り上げ られ たか。

(2)独 自なイメージを最後 まで追求 できたか。

㈲ 主題を もとに,材 料,技 法の効果など十分考えて計画的に制作できたか。

○準備す るもの

*教 師 参考資料(ダ リ,エル ンス ト,キリコ,クレ「 などの画集)

画用紙 油性絵 の具,色 紙,ち らし金網,歯 ブラシ,は さみ,の り,バ ットなど

*生 徒 教科書,水 彩用具一式,鉛 筆,色 鉛筆,コ ンパス,写 真類など。
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5感 想カー ド

感想 カー ド

(1)現 代美術の作品の中で,自 分の気に入 ったものをあげてみよう。

*ど んなところが気 に入 りましたか

作品名()作 者名()

感想

② 花の雰囲気のどのよ うな点を強調 し,自 分の花に しま したか。

(3)各 技法の中で,苦 労 した点,興 味の持てた技法などにっいて書いてみよ う。

(4)自 分の作品の色やアイデアで気にいっていることをなるべ く詳 しく書いてみよう。

㈲ 友達の作品を見て,す ばらしいと思 った こと,工 夫 してある点などを書いてみよ う。

⑥ 自分の作品に対す る考えを書 いて見よう。

6授 業風景及び生徒作品例

囎 で
轟一r

＼
黛

ヤ プ

肝詣
飛鰯 糠㍉

3
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事 例研究 ・その2

題材名

「こんなにカのつ く仮面」 一張 り子の手法 を使 った仮面作 り一1年(18時 間)

1題 材設定の理由

仮面の機能は変身である。言い換えれば,我 々が生 きている現実 との異化作用である。

この ことは,実 際に仮面をかぶ ってみれば,強 く意識す るしないにかかわ らず誰 もが経験

できることである。この仮面のもっ機能を,生 徒のイメー ジを引 き出すとい うことを中心

に,本 題材で は,次 の三っの視点か らとらえることに した。

1つ 目は,仮 面の もっ独特の神秘性である。っまり,生 徒の内面にある欲求 と仮面 とを

結 びっけてやれば,イ メー ジをとらえるということに関 して,子 供の中に無理が生 じない

と考えたか らである。

2つ 目は,世 界の色々な仮面が,何 かを語 りかけて くるような力を持 っているとい うこ

とである。世界の仮面を紹介することによって触発 され,イ メージがふ くらむことにっな

がると考えたか らである。

3っ 目は,油 土 を土台 にした張 り子 は,生 徒が発想す る仮面のさまざまな形に対応でき,

表現に関す る技術 も比較的容易であると考えたからである。

以上の理由をふまえて,特 にアイデアスケ ッチを行 う構想の段階 までのイメージのふ く

らませ方に重点を置いて授業研究 を進めることに した。

2指 導のねらい

(1)資 料や参考作品か ら触発されたことをメモ した りスケ ッチ したりする力をっける。

② アイデアスケッチをた くさん描 き,粘 土で もアイデアスケ ッチをすることによって自

分のイメージを鮮明にし,作 品を見通 しを持 って計画的に制作す る力をっける。

㈲ 素材や材料 の特性 を生か した表現ができる力をっける。

3準 備

教 師 … 参 考作 品,油 土,粘 土 べ ら,木 工 ボ ン ド,ラ ップ,樹 脂 粘土,粘 土 板,鏡

厚紙(粘 土 をっ ける土 台 とな る もの を印刷 した もの),セ ロハ ンテ ープな ど

生 徒 … 寒 冷紗,新 聞紙,は さみ,カ ッターナイ フ,色 鉛 筆,ポ ス ターカ ラーセ ッ ト
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4指 導計画

《学習の流れ》

〈1>導 入

参考作品の鑑賞

と制作のね らい

を理解す る。

{1h)

《学 習 活 動》 《評価のポイ ント》

○実物 の参考作品 を見て張 り子 の特長 を知 る。 ★参考作品を見て,特 徴

○世界 の仮面を ビデオで鑑賞 し,感 じたことや をとらえたスケ ッチや

気づいた ことをメモ したりスケッチしたりする。 メモがで きたか。

↓
〈2>構 想

色 々な表情をス

ケッチする。

(2h)

↓

○変身 したい ものをた くさん書 き出す。

○上記の書 き出 したものに合 う表情 を友達 に色

々としてもらいそれをスケッチす る。

.ξ}乳 嵐

r;

融E

〈3>構 想

鉛筆 と粘土によ

るアイデアスケ

ッチをする。

(3h)

鱒(轄 艶

○ スケ ッチをもとにお面のアイデアスケ ッチを

描 く。4分 の1程 度の大 きさで油粘土を使 っ

て アイデアスケ ッチをする。

!,;s

★自分が変身 したい もの

に合 う表情を検討 し,

スケ ッチがたくさんで

きたか。

★鉛筆 や粘土 によるアイ

デアスケ ッチがたくさ

んで きたか。
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〈4>構 想

下絵の完成

(1h)

○側面図 も描 き,立 体 としてとらえる。

○実物大の下絵を描 き彩色の計画をたてる。

↓

〈5>制 作

芯づ くり

型づ くり

(4h)

★立体的に表現するため

に,正 面図,側 面図が

描 けたか。自分が表現

したい仮面 にあ う色づ

けが考 え られたか。

○厚紙でお面 の芯を作 る。 ★下絵を生か した型がで

○下絵 を参考に して,芯 に油粘土をっけて型を きたか。

作 る。

↓
〈6>制 作

樹脂粘土 を しみ

込ませた寒冷紗

の貼 り込み

(2h)

○粘土 の表面に樹脂粘土 との剥離 をよ くす るた

めにラップを密着させてかける。

○水 に溶いてどろどろに した樹脂粘土を名刺大

に切 った寒冷紗に しみ込ませ型 に貼 り込む。

!,S

瀞 騰糊讐灘難1響 響灘馨

★粘土の表面にラップを

密着 させてか けること

がで きたか。

★寒冷紗 を重 なりあうよ

うに貼 り込むことがで

きたか。
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〈7>制 作

型抜 き(2h)

↓

○型抜 きした ものに樹脂粘土で細部を表情が生 ★表情 を生か したモデ リ

きるよ うモデ リングする。 ングが行われたか。

〈8>制 作

彩 色(1h)

!`

○下絵 を参 考 にオー ナメ ン トカラー とポス ター

カ ラーで彩 色す る。

○ ニスを塗 る。

★下絵の彩色計画を もと

にイメー ジと合致 した

効果的な配色がで きた

か。

〈9>

まとめ鑑賞

(2h)

○お面をかぶ りポーズをっけて写真撮影。

○感想 カー ドに写真 を貼 り,記 入す る。

○教室に展示 し鑑賞 し合い感想を述べ合 う。

★自他 の作品にっいて活

発に意見が述べ られた

か。
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〔作品例 〕
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事例研究 ・その3

題材名

平面構成 「～な空間を描きだそう」2年(20時 間)

1題 材設定の理 由

従来,平 面構成 というとい くつかの作図法に基づ き,そ れを自分なりに展開す る段階で

作品化 される場合が多いと思われる。そうした作品をながめてみた時,も ちろん展開す る

段階での発想 に驚かされる作品 もあるが,ど うして も全体的に生徒が もっていると考 えら

れ る伸 び伸 びとした自由な発想 があまり伝わって こないよ うに思 う。そこで,指 導方法を

工夫することによ り,平 面構成 の本来 もっている構成美の要素 を崩す ことなく,生 徒 の伸

び伸 びと した自由な発想を生か した作品を創 り出 したいと考え,本 題材を設定 した。

2指 導のねらい

・すでに学習 した平面構成 の基本パ ターンを4っ の視点か ら展開 させる。

・基本パター ンの展開の面白さを発見 し,「 ～な空間」 とい うテーマの もとに更 にイメー

ジを膨 らませた独 自性のある作品を制作 させ る。

学 習 の 流 れ

既に学習 した平

面構成の復習

↓

4つ の視点か ら

の基本パ ターン

の展開

Na‐1

↓

指 導 の 要 点

・自作,及 びOHPの 画像 で平面構成の

基本パ ター ンの構成美 の要素を確認す

る。

・1 ,歪 め る。2,削 除す る。3,突 出

させ る。4,追 加す る とい った四っ の

視 点か らの展 開例 をOHPで 例示す る。

・実際に自分で各視点か らラフスケ ッチ

をす る。

評 価 の 観 点

・構成美の要素が理解で

きているか。

・4つ の視点か ら基本パ

ター ンを展開す ること

ができたかどうか。
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「～ な空 間 」

の イメー ジ化

↓

固
↓

平 面構成 の基 本

パ ター ンの展 開

Na--2

↓

資料 の グルー ピ

ング

↓

アイ デア スケ ッ

チNa-1

↓

アイ デアス ケ ッ

チの鑑賞

y

アイ デアス ケ ッ

チNa-2

↓

下描 き

・考案す るヒン トとなる参考資料 を映像

化 し,「 ～ な」 にあたる形容詞を各自

記録 し,イ メー ジを活性化する。

・ 「～ な」形容詞を想定 し,各 自,資 料

を集めさせ る。

・資料を集めている期間中に再度,平 面

構成の展開の ラフスケ ッチを し,イ メ

ージをより深 める
。

・平面構成の展開が独自性 のある作品制

作の糸口であることを気づかせ る。

・平面構成の展開 と結びっける考え方 を

参考資料で理解 させ る。

・グルー ピングした資料 と平面構成を展

開 した ラフスケッチをもとに構成美 の

要素を生か したアイデアスケ ッチをす

る。

・鑑賞 しあ うことによりイメー ジの活性

化を図 る。

・イメー ジを発展 させる。

・B3版 の ケ ン ト紙 にアイ デア スケ ッチ

一15一

・ 「～な」にあたる形容

詞を記録す ることが

できたか。

・切 り抜 きの資料を数多

く集めることができた

か。

・Na-1の ラフスケ ッチ

を展開で きたか。

・資料 を整理す ることが

できたか。

・構成美の要素をとり入

れ ることができたか。

・ 「～ な」イメー ジが

表現で きたか。

・よさを発見で きたか。

・イメ ー ジが発展 で きた

か 。

・バ ラ ンスよ い画面 構成



↓

着彩

↓

↓

鑑賞

をもとに下描 きをす る。

・色彩学習で学んだことを応用 させ る

・ポスターカラーの練 り方,筆 の使い方

などを再度確認を し,丁 寧に作品を仕

上 げる。

・完成 した作品を掲示 し鑑賞 し,鑑 賞 カ

ー ドに記入す る
。

がで きたか。

・丁寧 にで きたか。

・色彩学習が生かされて

いるか。

・丁寧 に仕上げられたか。

・お互 いの作品のよさを

発見す るとともに自分

の作品に心 に残 る感想

を抱 けたか。

作品例

碗

屑

ま 層'

1
.

f}y

V瓶
…
h
ノ

、ズ

」

諺

.,
灘
、

難

反'辱cl掌,
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事例研究 ・その4

題材名

か らくり立体(5つ の宇宙が生れたよ)1年 生(15時 間)

1題 材設定の理 由

私 たちの生活の中には,ア ンバランスな動 きを楽 しむ 「モ ビール」「や じろべえ」「積 み

木」「はめ絵パ ズル」のように分解や組み立てで構築の要素を含む もの,ま た,「 ねんねん

だいこ」のように回転や音を楽 しむ ものなどの伝統玩具があって心をなごませて くれ る。

それ らの玩具 は,自 分で夢中になって動か したり,あ や して もらった りしたときに私 たち

の潜在的な体験 としてイメー ジの源をな している。これ らの造形物に共通 している心 は,

冒険心,好 奇心,遊 び心であ り,問 題解決の能力や,創 造力の源をなす ものである。 この

要素 はデザイン,工 芸 といった授業 のなかで,も っともっと取 り上げ られなければな らな

い。学習指導要領 の1学 年 目標(1)「造形的なよさや美 しさなどを感 じ取 り,想 像力 を働 か

せて,主 題を表現す る能力 と態度を育てる。」 にもあてはまる題材 として,中 心軸 をもとに,

回転す る立体 を考えた。1枚 の紙か ら生徒一人一人のひ らめきで(主 題),展 開 し回転 可

能な立体を(技 能),紙 を折 ったり切 った り(体 験)す ることでイメー ジが結合 され,創

造す る喜びにふ くらんでいけたらと考える。

2指 導のね らい

・模型を創 り,中 心軸を もとに転回 し変化す る原理を発見させる。

・表現 したいイメー ジを動 く仕組みの中に うま く取 り入れ,オ リジナルな作品を創 りだ さ

せ る。

・友達 と交換 しあい,お 互 いの作品を鑑賞 しあうことができる能力を養 う。

(図)
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3指 導計画

学 習 の 流 れ 指 導 の 要 点 評 価 の 観 点

・生活の中に生 きている動 きを もっ

た作品,お もちゃにっいて考え さ

せ,自 己観察カー ドに記入 して,

発表させる。

・試作品を操作 してみせなが ら発問

する。

・どういう仕組みで動いています

か。

・変化にどんなきまりがあります

か。

(自分の創 りたい表現イメージと動

く仕組み とを結び付 ける構想,お

よびその確かめ,ア ドバ イス)

・例を示す。

・自己考察 カー ドに自

分の考えを表現で き

たか。

・動 く仕組みを理解 し,

この原理を使 って,

自分が どのよ うなも

のを創 りたいか,イ

メージを明確 にす る

ことがで きたか。

・模型を創 り,構 想を

練 ることができたか。

・変化の数 と,そ の場

面 との対応,動 いた

時の造形効果 などを

確かめることができ

たか

・アニメーション用

動 く造形物について潜

在体験をよびおこす

」ユ

5回 転する立体の仕組

みを理解する

作品の模型を作 り,そ

の変化に合 ったアニメ

ーションや色面構成を

考える。

発想
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↓

制作

制作の確かめ

まとめ

(具象的なイメ0ジ,例 えば,人

が歩 きだす。花が開 き 散 る,な

ど。抽象的なイメージ,例 えば,

感情,味 覚,明 暗,静 動,季 節感,

など。)

・B全 のケ ント紙(38セ ンチ ×

54セ ンチ)か ら2っ の作品を作

る。

出来上がった作品を実際 に動か し

てみてその効果 を確かめる。

・自己考察カー ドを使 って自分の思

考の足跡をたどり発表す る。

色面構成用の2っ を

制作で きたか。

牒

・作品を操作す ること

ができ 友達の作品

も鑑賞で きたか。

・自己考察カー ドを活

用で きたか。

自己考察カー ド例

3〕 幽 転↑ 凸と書中心の 郎分 には1つ の角 屋雌45屋 の三角 彫ヵ5(}伺 鼻 虚うて

畠童す.そ うす 凸と.sir{⊃ 喧に なり直す.

360度 でロ}でrrが.,慶 一1,壇 二=)壇

この負贋の愈 りo`畢 薗 を1)`こrrる 臼度を望…み.窪 た凹 壷孟を司籠`こ二1rるβ!#g

を衷むの です.

その 他での 懸惣
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事例研究 ・その5

題材名

工芸 「一枚の板材から」1年 生(25時 間)

1題 材設定の理由

一枚の板材を前 に して,木 取 り,切 断や接合,木 彫の表現 ヤス リがけや塗装等の表面

処理 などか らイメージをふ くらませる行為は,美 的直感力や想像力等 の創造活動の基礎的

かっ主要な能力である。今回は,材 料を無駄な く生かす ことを考え,方 法や工夫を含めた

制作過程を総合的にイメ・一ジす る力 を育て ることに主眼をおいた。

最初の制作導入段階で生徒が思 い浮かべ ることは,完 成 した作品を家庭の中で 「どのよ

うに活用で きるか」 という想像 と,「 どのように活用 したいか」とい う願望だ と考え る。

家庭 の中のどの場所に,ど のような楽 しい形の作品を,誰 のために制作 したいのかを想定

させることで,イ メージを実体化 させ る手がか りとしたい。

以上のような点か ら,一 枚 の板材 の特性を十分に生かすとい う条件の中で自由に発想 さ

せ,制 作の可能性 とイメージをふ くらませ,創 作の意欲を高め,創 造 の喜 びと完成作品を

活用す る喜 びを味わわせることを意図 して,本 題材を設定 した。

2指 導のねらい

・ 「一枚の板材」という制約 の中で,形(機 能性 ・装飾性)へ のイメー ジをふ くらませる

能力 と態度を養 う。

・豊かな発想か ら生 まれて くるアイディアを大切に し,考 えを練 った り,工 夫することの

楽 しさや喜びを味わわせ る。

・工芸の基本条件(用 と美)を 理解 させ,発 想力,構 想力,計 画力,制 作力を育てる。

・構想段階 における自由な発想の展開 と,自 己のイメージを具体化 してい く制作過程を通

して,自 己と素材 の可能性 を最大限に発揮 させ,自 己実現に向か う創造的態度を養 う。

・制作活動 を通 して,用 具の正 しい使い方,技 法等を習得 させるとともに表現の技能を高

め,制 作す る喜 びを味わわせ る。
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3指 導計画

学 習 の 流 れ 指 導 の 要 点 具体的評価の観点

・木でで きた工芸

作品を持 ち寄 ら

せ る。

て アイデ ィアや技法の1

工夫について意見を

出させる。

r/
・活発 に発言 できたか。

又 ノ

・彫 りや技法の説明

・彫刻の技法

・糸のこの使用法

・彫刻刀の使用法

・技法の理解ができたか。

・技法などを通 して作 りたい

もののイメージが広が ったか。

・身近な工芸作品

と生活との関係

の理解

・制作の手順 を考える。

・アイ デ ィアスケ ッチ

〔・木製品のよさ〕

・自分 と工芸 と

のかかわり

・材料 の性質

・使 いやす さの

条件

r
'

・ 「1枚 の板材」でできる

ものを考 えさせる。
㌧

・アイデ ィアス ケ ッチ を何枚

も描 かせ る。

:、

・自由な発想を大切にする。
、'

r、

・材料の材質感,機 能性,装

飾性にっいて考えさせる。
、

・用 と美についての

関係の理解がで き

たか。

・用途や飾 る場所を

考えてスケ ッチす

ることができたか。

・自由な発想で描 い

ているか。

・アイ デ ィアスケ ッ

チを た くさん描 く

ことが で きたか。
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学 習 の 流 れ 指 導 の 要 点 具体的評価の観点

てい くっかのアイデ ィアヘ

スケ ッチの中か ら,計

画性,独 自性 に配慮 し

デザインを決定 させ る。
kノ

∠'㍉

・イメージを広げなが ら

構想 をまとめていく力

があるか。

、 ン

・デ ザイ ンの決定

留

・木目の方向や材料 の=適切な

使い方に留意 して,木 取 り

をさせ る。

・イメージどおりに切 ったり

削 ったり,付 け足 したり,

組み立てた りしてているか

個別指導 にも配慮す る。

・全体のイメージを考えさせ

て制作 させ る。

・新 しい表現方法を積極的 に

取 り入れさせる。

・無駄のない手順,方 法

を考えて木取 りを し,

制作 しているか。

・技法に工夫が見 られ る

か。

臨
・素地を調整す る。

・必要 な もの は,

塗装 を し,磨 き

をか ける。

・木のもつ美 しさが最大

限に生 かされているか。

・機能的なものを意図 し

た生徒は,そ れが生か

されているか。

・自分 の イ メー ジどお り

の作 品 がで きたか。
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学 習 の 流 れ

・作品鑑賞

指 導 の 要 点

・作品のねらいやアイデ

ィア,制 作の工夫など

について発表 させ,自

分や友達 の作品のアイ

ディアのよさや美 しさ

を認め合 う。

具体的評価の観点

・作品のよさ,美 しさ

を感 じ取 り,整 理 し

て発表できたか。

・友達の作品に適切な

ア ドバイスがで きた

か。

・作品を通 して,創 造

する喜 びが味わえた

か。

・自他の作品を大事 に

し,飾 る喜びを味わ

うことができたか。

作品例一1

轟

Φ

藤
轡

峯

盤
茎

墾
も
聯

へ
ー

レ

愚 繋

遜

渚罫 ③
㌦ 藁 灘 噸

▼
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作品例 一2

作品例 一3

羅 、
綜灘 難 噴

磁
螂

L

N研 究のまとめ

1イ メージを具現化す るためのアイデ ィアスケッチを多 くす ることによ り,多 様な作品が

で きるようになった。

2生 徒一人一人の個性に応 じたいろいろな技法を試 させることにより,自 分のイメージと

表現方法が一体化 し,生 徒が授業に意欲的に取 り組むようになった。

3芸 術性に重点をおいた授業か ら,生 徒の興味 ・関心 に重点 をおいた授業へ転換すること

により,授 業 の活性化が図れた。

4多 くの美的体験を させることによ り,イ メー ジの陶治が図れた。

V今 後の課題

・授業のね らいと,評 価の観点 の明確化をどのように統合 してい くか。

・生徒一人一人のイメージを生 かす表現技法や,制 作過程の開発 の在 り方。
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